
地域における男女共同参画を推進するためのプログラムデザイン

男女平等・共同参画及び性の多様性を尊重する意識の醸成、自身の問題を知る。
事業
目的

内容

方法
手段

・男女共同参画推進の理解（令
和５年度男女共同参画白書）

・SDGｓ目標５「ジェンダー平
等を実現しよう」の理解

・ＤＥ＆Ｉの理解（DE＆I実現の
ためのアプローチ）

課題の整理と共有 課題解決に向けた方策

・令和５年男女平等・共同参画及び
性の多様性に 関する区民意識調査報
告（目黒区総務部人権政策課）

・女性活躍・男女共同参画の現状と
課題（内閣府男女共同参画局令和６
年１月）ジェンダーギャップ指数、
国際比較。）

・DE＆I 国内外の取り組み事例

対面講義

男女共同参画推進
の理解

情報収集、現状把握

連携先

事業
プロセス

【事業名】男女共同参画週間講座 SDGｓ目標５「ジェンダー平等を実現しよう」とＤＥ＆Ｉ
の考え方

振り返り

令和５年男女平等・共同参画及び性の多様性に 関する区民意識調査報告によると、家庭、雇用、職場、政治の場において「どちらかというと女性に対する差別がある。」と「女性に差別があ
る。」と回答した人の割合の合計は５０％以上。

問題
現状

目黒区法人会、目黒区男女平等・共同参画センター登録団体、ほ・ねっと広場（子育
て支援課）を検討中

評価
指標

定員充足率７０％、アンケート満足度９０％、

・アンケート実施
（満足度、理解度、男女
参画の視点の高まり、今
後受講したい講座のテー
マ）
結果に基づき次回の講座
につなげる

・講師によるWS
（DE＆I実現のためのアプローチ、
アンコンシャスバイアスと心理的安
全）

・質問用紙を利用し講師に回答して
もらう

・センターの機能案内
センターの相談窓口、企業の研修会
講師助成金、女性活動登録団体の案
内、資料室講師関連著書案内（ SＤ
Ｇｓ思考-社会共創編・キャリアに
活かす雇用関係論第１３章「いろい
ろな人と働く）

・講師によるWS

・参加者に、自身の問題を文字化し
てもらう作業
→困り事は自身の問題か、環境の問
題が整理する。

対面WS対面講義 対面WS、質疑応答 紙、ウェブフォーム、

対象
定員

４０人 抽選
応募多数の場合は目黒区民（在住・在勤・在学）を優先します。

１回（２時間）前半：対面講義 後半：対面WS
期間
回数

予算 （未定)

事業
目標

①SDGｓ目標５の理解②ＤＥ＆Ｉの理解③参加者自身が各自の問題を明らかにし解決に繋
げる事をサポートする。

実施
体制

目黒区男女平等・共同参画センター（企画：１名・当日運営：３名）
講師：SDGパートナーズ シニアコンサルタント 真崎宏美氏

【位置づけ】目黒区男女平等・共同参画及び性の多様性の尊重を推進する計
画（Ⅰあらゆる分野における男女平等・共同参画の推進 ２WLB）

課題 令和５年男女平等・共同参画及び性の多様性に 関する区民意識調査報告にある「男女ともに家事などと仕事が両立できる勤務制度、職場環境を整備する事」（65.1％）「パー
トナーや家族間でのコミュニケーションをよく図る事」(47.6 %i）、「企業の経営層、管理職の意識改革」（46.5％）等について解決のヒントを得る事。

独立行政法人国立女性教育会館 令和5年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」
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